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すくーる　らいふ
竜北西部小学校

「竜西」の一致団結
～学校・家庭・地域の取組み～
　竜北西部小学校では、学校の教育目標である「ふるさと
を愛し、夢の実現に向けてたくましく生きる竜西っ子の育成」に向けて、コミュ二ティ・スクールや
保護者・地域の皆さまに支援していただき、様々な取り組みが行なわれています。

　６月８日㈯に竜北西部小学校の体育館において、コミュニティ・スクール主催の第１回家庭教育学
級が開催されました。「子どもたちの命を守る」をテーマに、「私たち大人にできること」、「子ども自
らが自分の命を守る」の２つの視点でグループ協議を行いました。今年度は、ＰＴＡの地区委員さん
に事前に各地区の危険個所を調べていただいたり、協議の進行役を務めていただき、より主体的なＣ
Ｓ活動となりました。協議の結果、新しく24箇所増の38箇所に「子ども110番の家」としてご協力
していただくことになりました。子どもたちの安全確保に向けて少しずつ前進しています。
　７月４日㈭に地区懇談会（第２回家庭教育学級）が開催されました。 ①「早寝の推進」と「スマ
ホ・タブレットのつき合い方」と昨年度の家庭教育学級で取り決めた②「あいさつ」、「交通ルールを
守る」ために家庭、地域の行動目標が守れているかについて協議が行われました。
　早寝ができなかった理由は、半数がメデ
ィアによるものでした。そこで、スマホ、
タブレットとの上手なつき合い方を家庭で
も定着させていくことが必要であると再確
認しました。
　また、「あいさつ」、「交通ルールを守る」
ために保護者がすることについて、活発な
意見の交流が見られました。地区の区長さ
んやコミュニティ・スクール委員さんがグ
ループに加わり、経験談やアドバイスをい
ただいたことはとても心強かったです。

１　コミュニティ・スクールによる家庭教育支援

　今年度の竜北西部小学校の運動会は、６年生が
企画・準備・広報・練習を考え、自分たちでつく
りました。
　６年生の思いは、「地域の方々や保護者と一緒
に楽しみたい。」「勝利を目指して、各団児童の力
を集めたい」というものでした。
　１年生の玉入れに来賓の方々に参加していただ
いたり、地区対抗リレーに保護者が参加していた
だいたりする新種目もありました。
　開会式の行進・応援の歌・ラジオ体操なども得
点種目となり、６年生を中心に赤・白に分かれて
工夫して練習に取り組む様子が見られました。

２　児童がつくった運動会
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　６月25日㈫に子ども見守りボランティアの方々をご招待して、ありがとう給食会を行いました。
　代表の児童が、日頃、お世話になっていることへの感謝の気持ちを伝え、会食が始まりました。見
守りボランティアの方々に話しかけていただき、楽しい雰囲気の中で会食をすることができました。
ご参加いただき、どうもありがとうございました。

３　見守りボランティアの方をお迎えして、ありがとう給食会

　今年度、竜西小では、起業体験推進事
業の指定を受け、「課題発見力」、「発
想・企画力」、「粘り力」、「コミュニケー
ション力」の４つの力を身につけたいと
考え、取り組んでいます。
　生活科や総合的な学習の時間を中心
に、氷川町の職業や仕事を学んでいま
す。商工会や役場、地域の企業、農家の
方々などに協力いただき、進めていま
す。
　１月18日㈯の土曜授業では、「竜西マ
ルシェ」にて、学習したことを公開する
予定です。地域の良さや取り組みを知る
機会になるように、進めていきたいと思
っています。

４　起業体験推進事業

　また、自分たちの団の友達を一生懸命に応援する姿も
ありました。
　ポスター掲示は、コミュニティ・スクールを通じて、
各区長さんにお願いしました。
　安全に競技ができるように草取りや石拾いも全校で取
り組みました。自分たちで作り上げた運動会に、達成感
を味わうことができました。


